
【
総
括
的
な
指
摘
・
要
望
事
項
】

●
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
財

政
運
営
の
安
定
性
と
行
政
活
動
の
自
主
性
を

確
保
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
市
税
等

の
自
主
財
源
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
収
入
の

確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今

後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、「
選
択
」と「
集

中
」
に
よ
る
政
策
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図

り
つ
つ
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
、
経
費
の
節
減
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
末
の
一
般
会
計
の

市
債
残
高
は
１
兆
２
２
３
３
億
円
と
な
っ
て

お
り
、
将
来
世
代
へ
過
度
の
負
担
を
残
さ
な

い
よ
う
市
債
残
高
の
抑
制
に
よ
り
一
層
努
め

る
必
要
が
あ
る
。

●
企
業
決
算
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
及
び
安
芸
市
民
病
院
事
業
い
ず
れ

も
、
そ
の
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も

増
し
て
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
独
立
採

算
制
の
原
則
の
も
と
健
全
で
安
定
し
た
事
業

経
営
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
つ
い

て
は
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
を
基
本
に
全
庁
を
挙
げ
て
さ
ら
な
る

行
政
経
営
改
革
に
着
実
に
取
り
組
み
、
弾
力

性
の
あ
る
健
全
な
財
政
体
質
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

を
め
ざ
し
て
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
て
お
く
。

【
個
別
の
要
望
事
項
】

●
市
の
人
事
・
組
織
に
つ
い
て
は
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
で
き
る

よ
う
、
男
性
職
員
の
子
育

て
に
関
す
る
休
暇
の
取
得

促
進
な
ど
、
職
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
る
勤

務
環
境
の
整
備
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も

に
、
多
様
で
有
為
な
人
材
の
確
保
に
一
層
取

り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
若
手
職
員
の
退
職
が

増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
退
職
理
由

な
ど
の
適
切
な
把
握
に
努
め
、
今
後
の
対
策

に
活
か
す
こ
と
。

●
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
に
お
い
て
、
引
き
続
き
満
足
度
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
物
価
上
昇
等
の
状
況
を
十
分
に
踏
ま

え
た
指
定
管
理
料
の
設
定
等
を
行
う
と
と
も

に 

、
賃
金
の
適
切
な
引
き
上
げ
が
な
さ
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
施
設
の
特
性

等
を
踏
ま
え
た
評
価
基
準
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
。

●
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
先
進
技
術

の
活
用
な
ど
に
よ
り
効
率
化
を
図
り
な
が
ら

施
設
の
維
持
管
理
や
耐
震
化
等
に
引
き
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、金
利
や
物
価
の
上
昇
、

さ
ら
に
人
口
減
少
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
健
全
な
経
営
に
よ
り

一
層
努
め
る
こ
と
。

●
す
べ
て
の
こ
ど
も・
若
者
の
現い

在ま

と
将み

ら
い来

を
社
会
全
体
で
支
え
る
、こ
ど
も
・
若
者
と

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち“
ひ
ろ
し
ま
”の
実

現
に
向
け
て
、潜
在
保

育
士
の
現
場
復
帰
支
援

や
処
遇
改
善
等
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、子

供
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
保
育
士
の
安
定

的
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、安
心
し
て
赤

ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
パ
パ
と
マ
マ
の
育

児
教
室
や
増
加
す
る
児
童
虐
待
の
防
止
に
係

る
取
組
な
ど
、き
め
細
や
か
な
支
援
の
一
層

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

●
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
や
避
難
所
と
し

て
の
側
面
を
持
つ
体
育
館
に
つ
い
て
、
空
調

設
備
の
整
備
に
努
め
、
良
好
で
安
全
・
安
心

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
。

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
被

害
の
抑
制
や
人
身
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
駆
除
や
防
除
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
県
や
周
辺
市
町
等
と
連
携
し

て
各
地
域
の
実
態
を
調
査
し
、
さ
ら
な
る
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
広
島
の
実
現

に
向
け
て
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
状
況
の
可

視
化
な
ど
市
民
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

る
取
組
を
は
じ
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
よ
り
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
持
ち
運
び
が

困
難
な
高
齢
者
を
支

援
す
る
「
ふ
れ
あ
い

収
集
」
や
資
源
ご
み

の
持
ち
去
り
行
為
対

策
を
着
実
に
進
め
る

な
ど
、
分
別
区
分
・
収
集
運
搬
体
制
の
再
構

築
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

●
こ
ど
も
医
療
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
子
供

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ

う
、
現
役
の
子
育
て
世
代
の
声
に
丁
寧
に
耳

を
傾
け
、必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
つ
つ
、

制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
に
向
け
て
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
。

●
安
芸
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
質
の
高
い

医
療
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
健
全
な
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
。ま
た
、

今
後
の
運
営
体
制
を
検
討
す
る
際
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
広
島
市
医
師
会
と
丁
寧
に
協

議
を
行
う
こ
と
。

●
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
宅
需
要
に
的

確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
計
画
的
な
修
繕
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
次
期
市
営

住
宅
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
人
口
動
態
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
管

理
戸
数
を
設
定
す
る
こ
と
。
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8
）
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8
）

日
本
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清
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）
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）

新
政
ク
ラ
ブ
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3
）

無
党
派
ク
ラ
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2
）

至
誠
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（
１
）

清
流
ク
ラ
ブ （
１
）

鈴
蘭
会　
　
（
１
）

新
風
ク
ラ
ブ （
１
）

決
算
認
定
案
等

- 令和６年度各会計歳入歳出決算
第 １ 号　一般会計 討 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

認

定

-

令和６年度各会計歳入歳出決算
第 ８ 号　後期高齢者医療事業特別会計
第 ９ 号　介護保険事業特別会計
第 10 号　国民健康保険事業特別会計
第 11 号　競輪事業特別会計
第 14 号　駐車場事業特別会計
第 15 号　開発事業特別会計

討 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-

令和６年度各会計歳入歳出決算
第 ２ 号　母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計
第 ３ 号　物品調達特別会計
第 ４ 号　公債管理特別会計
第 ５ 号　市民球場特別会計
第 ６ 号　用地先行取得特別会計
第 ７ 号　西風新都特別会計
第 12 号　中央卸売市場事業特別会計
第 13 号　国民宿舎湯来ロッジ等特別会計
第 16 号　市立病院機構資金貸付特別会計
第 17 号　元宇品町財産区特別会計
第 18 号　高南財産区特別会計
第 19 号　三入財産区特別会計
第 20 号　小河内財産区特別会計
第 21 号　砂谷財産区特別会計

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

- 令和６年度水道事業決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 令和６年度下水道事業決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
- 令和６年度安芸市民病院事業決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

105 令和６年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原
案
可
決

106 令和６年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
決
議
案

4 ガザ地区を始めとする中東地域の平和的解決を求
める決議案 討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年第４回臨時会の議案と議決結果
○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　

10 月 28 日の臨時会で
報告をする山路委員長

議決時の会派別所属議員
●自由民主党・市民クラブ
　 （略称　自民党・市民クラブ ) （☎ 504-2734）平岡  水野  川口  碓井  山田  母谷  八條  宮崎  山路  椋木  西佐古  

三宅  豊島  沖本
●市民連合・市民の声 （☎ 504-2444）山内  山本  岡村  若林  山下  有田  丸山  松本
●公明党 （☎ 504-2445）西田  石田  川村  碓氷  並川  田中  川本  幸城
●日本共産党 （☎ 504-2446）中森  中村  中原  清水  藤本  大西
●ひろしま清風会 （☎ 504-2908）定野  桑田  永田  森畠
●広島維新の会 （☎ 504-2946）大田  福田  長井
●新政クラブ （☎ 504-2442）平野  森野  元田
●無党派クラブ （☎ 504-2910）門田  吉田
●至誠会 （☎ 504-2983）亀井
●清流クラブ （☎ 504-2845）大野
●鈴蘭会 （☎ 504-2948）石川
●新風クラブ （☎ 504-2834）木村

■令和７年 10 月 28 日議決分

※ 議長（自民党・市民クラブ 八條議員）は表決には参加していません。
※討は議案について討論があったことを示します。

ひろしま市議会だより令和７年(２０２５年)１２月 第３２５号（4）


